
NPO法人横浜日独協会 第２９回理事会議事録 

 

１．日   時  2019年 10月 5日（土）13:00～14:30 

２．会   場  戸塚区民センター3階 102Cafe 

３．理事総数   理事総数２３名（出席： １８名、欠席： ５名） 

４．出席者名  早瀬会長 能登副会長 坂井常務理事 南雲常務理事 磯貝理事 中尾理事 

   寺澤理事 佐藤理事 藤田理事 大堀理事 大瀬理事 齊藤常務理事 

  （議長委任：小島常務理事 山口常務理 黒崎理事 神永理事 山岸理事 北井理事） 

５.議事の経過の概要及び議決の結果 

定款第 33条の規定により、早瀬会長が議長にあたる。 

議長より議事録署名人の選任について、出席理事にはかったところ議長一任との意見があり、早

瀬会長、能登副会長及び齊藤事務局長を推薦することを提案し、満場一致で承認され、続いて審議

に入った。 

 

第 1号議案 報告事項について 

① 会員実績：個人 225名（内ＹＣ47名）、法人 13社 合計２３８名 （能登副会長） 

② 資金状況：上半期の資金状況は別紙「9 月 30 日現在会計報告書」のとおり。本年度上半期をまとめ

た。資産合計９２４，３２８円（齊藤事務局長） 

③ 会報／ＨＰ：発行を重ねるごとに会報の内容、質が向上している、と評判が高い。（早瀬会長） 

④ 事業実績（予定）報告 

・2019オクトーバーフェスト(9／21) 於：YC&AC：参加者合計２７名でヤングクラブ会員も 4名参加 

で盛況だった。 

・モトスミ・ブレーメン通り商店街振興 30周年祝賀パーティー（10/5）：本日、向井副会長出席。 

・Ina Lepel新ドイツ大使歓迎昼食会（10／15）於：ホテルメルパルク 2階 「HISUI」：今日現在で 

３３名参加予定。パフォーマンスとして館野会員のソプラノ独唱、小路会員のピアノ演奏を予定。   

主な来賓として大使以外に渡辺副市長、赤岡国際局長、横山市議会議長が出席予定。 

・2020年のスケジュール 日独協会総会は東京にて（理事会後連合会にて再確認／4月開催）予定 

／全独日協会総会（於フランクフルト市、5月 21日～23日が確定）。同時期に開催されてきた当 

協会の総会の日程を調整して重複をさける。 

・ハンブルク聖ニコライクナーベンコーア日本公演（10／4、国立オリンピック記念青少年総合セン 

ター）：集客力のあるドイツ国内三大合唱団の公演、会場は満員だった。当協会は後援団体だった。 

なお、来年 4月にハンブルク桜の女王が来日の予定。 

（能登副会長） 

 

以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

 



第 2号議案 例会・行事予定について 

〇10月理事会(第 29回)：10月 5日(土)13:00～14:30 戸塚区民文化センター3階 102カフェ 

〇10月例会：10月 5日(土)15:00～17:00 戸塚区民文化センター4階練習室① 

講演：藤田香会員 テーマ「For a better future SDGsとアフリカ」 

〇10月 12日（土）12：00～18:00東京横浜独逸学園オクトーバーフェスト 

〇10月 29日（火）「第 4回 IDEC横浜-横浜日独協会セミナー2019」：13：30～17：00横浜情文セン 

ター 

テーマ『中小ドイツ中小企業に学ぶ～デジタル活用による人手不足解消・生産向上・ 

事業継承～』 

〇11月理事会：11月 17日（日）13:00～14:30  戸塚区民文化センター 4階 練習室④ 

〇11月例会：11月 17日（日）15：00～17：00    戸塚区民文化センター 4階創作室 

講演： O. Eckhoff 氏 「ドイツの SKAT ってどんなトランプゲーム？」 

※エクホフ氏からは日本語でスライドでゲームの歴史のレクチャー、デモプレイ及び 3 

人組で実演を予定。（中戸委員長） 

〇文化委員会企画：11月 20日（水）大磯吉田邸（午後）及び西行庵（午前）見学会。 

〇12月クリスマス会：12月 14日（土）11:30受付開始 会場：元町「霧笛楼」。フランス料理フルコ 

ース、会費 5,500 円（コース料金 5,000円）としてヤングクラブメンバーについては 

一人 3,000円にする。 

 

以上、例会・行事予定について全理事一致して承認された。 

 

第 3号議案 10周年記念事業について 

 2020年 10月 16日（金）三渓園での大茶会は多数の参加が期待できる内容にしたい。来る 10月 

9日（水）同茶会にて提供するお弁当の試食及び大茶会に係わる収支予算等について検討する。（南 

雲常務理事） 

 10月 3日の東西ドイツ統一記念日パーティー等に出席した際に、来年の記念事業への出席を積 

極的にＰＲしている。近隣日独協会会長から快諾をいただいた方もいる。ドイツ側からの参加に 

も呼び掛けていく。同年 10月 17日（土）の記念講演会場に関しては横浜市国際局及び中区から 

の使用許可を得るよう調整している。基調講演は独日産業協会ヴィースホイ理事長を予定してい 

る。（早瀬会会長） 

 記念誌の発行に関しては、東京日独協会柚岡氏のアドバイスも受けており、年明け 1月には骨 

子の詰めなどを予定している。（大堀理事） 

 

 以上、10周年記念事業について全理事一致して承認された。 

 

第 4号議案 第 4回 IDEC-JDGYセミナー2019について 

ＩＤＥＣとの打ち合わせは全て終わっている。当協会の費用負担は基調講演者の講師謝礼分と 

なった。ドイツ・バイエルン州から樽入りドイツビールがプレゼントされる。ホームページにて 



参加を呼び掛けているが、全参加者を 70名と想定し、終了後の懇親会には 40 名の参加を見込ん 

でいる。当協会関係者の出席は 25名で内 18名が交流会参加を予定している。（坂井常務理事） 

 

 以上、第 4回 IDEC-JDGYセミナー2019について全理事一致して承認された。 

 

第 5号議案 高校生作文コンテストについて 

 高校生作文コンテスト面接（9／16）を実施。国際局からの助成金については、局側の意向とし 

てＪＤＧＹへの当該事業への振り込みを年度内に済ませる予定。関係書類の提出が例年より早ま 

る。早めの航空券購入によって一人１６万円程度で収まる予定。旅行会社はＨＩＳ、例年同様Ａ 

ＮＡのフランクフルト直行便。11/2（土）派遣高校生（慶應義塾高校生／男性、県立横浜国際高 

校生／女性）へのオリエンテーションを行う。（佐藤委員長） 

 

 以上、高校生作文コンテストについて全理事一致して承認された。 

 

第 6号議案  2020年度例会等の企画／運営について 

 例会等の企画案について、多くの理事、会員から要望や意見を受け付けているので、積極的に 

寄せてほしい。（能登副会長） 

    文化委員会の企画として別紙「活動プラン」を作成した。郊外散策、講演会・演奏会、地方見 

学と各地日独協会との交流会などを列記した。必要に応じて理事会において取り上げて例会内容 

等の参考にして欲しい。（寺澤理事） 

 

以上、2020 年度例会等の企画／運営については引き続き、要望・意見を理事会で受けとめ具体化し

ていくことを、全理事一致して承認された。 

 

７．その他 

 ①「主たる事務所」の応募について 

 2020年 3月 31日には現在の桜木町の共同オフィス（事業閉鎖）から移転しなければならない。 

以前理事会において情報提供した経緯のある神奈川県立「あーすぷらざ」（根岸線本郷台駅より徒 

歩３～4分）は、現在の共同オフィスと同等以上の条件で月額 5,160円（現行 2,400 円）とリーズ 

ナブルであり、空きデスクの残りが二つとなっているため、来年 4月入居者募集に合わせＪＤＧ 

Ｙとして応募したい。 

今日まで各地でリサーチしてきたが、横浜駅周辺や関内あるいは桜木町駅付近の同条件オフィ 

スは数万円以上であり当協会の現在の財政事情では利用は困難。応募と並行して引き続き適切な 

条件の物件探しは続けていく。（齊藤事務局長） 

  

以上、「主たる事務所」の応募について全理事一致して承認された。 

 

 ②フランクフルト市フォルクス・ホーホ・シューレ主催のプロジェクトについて 



    本年 5月理事会においてこの件は説明されていたが、本年 9月、直接ランクフルト独日協会副 

会長クノープラオホ眞澄氏から別紙のとおりの現時点までの内容が報告された。（齊藤事務局長） 

 ・主催者側へのアドバイザーとして、クノープラオホ眞澄副会長と横浜市フランクフルト事務 

 所玉井所長がかかわっている。現時点では、検討中の段階であり引き続き両氏を含め詰めら 

 れていくが、当協会としても両氏からの情報収集をおこなっていく。 

 ・このプロジェクトは姉妹提携を結んでいる横浜市をベースにプログラムが組まれるが、フラ 

ンクフルト市側にも横浜市側にも全日程に対応できるキーパーソンが必要と思われる。 

・2020年 10月は当協会の記念事業とぶつかるため、役員を含め多くの会員による対応は難しい 

ということをフランクフルト側にも承知してもらうが、一般会員の中には企画されているプロ 

グラムに相応しい人材がいるので、協力できることはしていく。 

 

以上、フランクフルト市フォルクス・ホーホ・シューレ主催のプロジェクトについて全理事一致して

承認された。 

 

 

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  

  

  

 

以上、この議事録が正確であることを証します。  

    

２０１９年１０月２１日  

     

議    長  早瀬 勇 

     

議事録署名人  能登 崇 

  

議事録署名人  齊藤 進治 


